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研究成果の概要（和文）：クラシック音楽祭を題材に文化資本と社会関係資本との関連性について検討した．また，そ
の主題と関連する芸術至上主義的態度，音楽祭への参加と人々のアイデンティティや精神的健康についても検討した．
主な調査としては，「サイトウ・キネン・フェスティバル松本」の一般のオーディエンスを対象とした調査と，中学生
向けのプログラムに参加した中学生を対象としたパネル調査を行った．中学生調査では，発達過程の状態を知ることが
できる．
主な結果として，クラシック音楽への初期接触と，クラシック音楽の好み，および，地域活動や地域への評価との間に
関係があることが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：The association between cultural capital and social capital were examined by means
 of two social surveys in a classical music festival. Besides, the attitude of art for arts' sake, and the
 social identity and mental health, of the audience were examined. 
Mainly, two social survey was conducted. One is the survey for general audience in "Saito Kinen Festival, 
Matsumoto (SKF)" and the other is the survey for junior high school students who attended the student prog
ram of SKF. The latter enabled us to examine the association described at the beginning in the middle of d
evelopmental process. 
As a result, we found the strong association between the initial contact to classical music and the prefer
ence in classical music, and the strong association between the initial contact and the participation and 
evaluation of their community. 
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１．研究開始当初の背景 
文化資本論と社会関係資本論は，ともに教

育を経て地位達成につながるという意味で
資本ではあるが，2 つの資本は独立したもの
と考えられてきた．しかし，2 つの資本は独
立しているわけではなく，その獲得や形成は，
相互依存的に平行して起こることがあるの
ではないかと考えた．たとえば，文化的嗜好
性が類似している人同士がネットワーク（社
会関係資本）を形成したり，ネットワークか
ら伝達された情報によって共通の文化的嗜
好性を持つようになったりすることがある
のではないかというわけである．そこで，こ
れらの 2つの資本がどのようにして相互依存
的に形成されるのか，そのプロセスについて
実証的な解明を試みることにした． 
このようなプロセスを解明するため，クラ

シック音楽祭という文化的イベントに注目
した．クラシック音楽祭は，クラシック音楽
という特定の趣味に関心がある人々が集う．
家族とやってくる人もいれば，愛好家同士の
グループでやってくる人もいる．そのため，
同じクラシック音楽の趣味という文化資本
であっても，その獲得過程が違うだろうし，
彼らの持つネットワークにも違いがあると
考えたからである． 

 
２．研究の目的 
(1) 文化資本と社会関係資本とが相互依存
的に形成されるプロセスを解明する．社会関
係資本の指標としては，ネットワーク・バッ
テリによって得られる指標の他に，社会関係
資本から生じると考えられるコミュニティ
活動やコミュニティ意識も利用する． 
 これが主要な目的であるが，このテーマに
付随したいくつかのテーマを設定した． 
 
(2) 文化資本獲得過程を検討するために，中
学生という大人までの発達過程の途中にあ
る人々の文化資本獲得と家庭環境などとの
関係性を解明する． 
 
(3) クラシック音楽は，高尚な趣味と思われ
ているが，そのような芸術至上主義的態度は，
どのように獲得されたのかを解明する． 
 
(4) 音楽祭への参加が人々のアイデンティ
ティ形成や精神的健康に及ぼす影響につい
て解明する． 
 
３．研究の方法 
主として，2 つの調査を行った． 

(1) サイトウ・キネン・フェスティバル松本
の一般のオーディエンスに対する質問紙調
査 
 同音楽祭の会場周辺にて 2000 票の調査表
を配付し，後日郵送にて回収した．回収票は
610 票であった． 
 クラシック音楽への初期接触体験（家族・
友人知人・自己由来（ラジオなどで感動した

など）），好きなクラシック音楽の作曲家，ネ
ットワーク・バッテリ，コミュニティ活動へ
の参加，コミュニティへの評価，芸術至上主
義的態度，自己アイデンティティ・精神的健
康などの心理尺度などを測定し分析した． 
 
(2) サイトウ・キネン・フェスティバル松本
の中学生向けプログラムに参加した中学生
に対する質問紙調査 
 同プログラムに参加した中学校において，
鑑賞 1 週間前，1 週間後，半年後の 3 回にわ
たってパネル調査を実施した． 
 また，同プログラムに参加した中学校の音
楽担当教諭に，事前事後指導や，通常時の教
育方法についてインタビューを実施した． 
 クラシック音楽への関心の喚起と継続性，
家庭での文化資本（本の冊数など）について
測定し分析した． 
 
４．研究成果 
(1) コレスポンデンス分析の結果を比較す
ると，フランス人（ブルデューが『ディスタ
ンクシオン』で示したもの）と日本人の嗜好
のパターンにはある程度の類似性があるこ
とが示された． 
 
(2) クラシック音楽への初期接触について，
初期接触と好きなクラシック音楽との間に
は，関連があることが示された．初期接触が
明確でない場合は，クラシック音楽を浅い聴
き方をする．趣味が家族由来の場合には，特
定の作曲家への好みを持たない．自己由来の
場合には，浅い聴き方をしない．多様な由来
がある場合には，浅い聴き方をせず，古典
派・ロマン派の巨匠好みではなく，さまざま
な作曲家を聴こうとする． 
 
(3) 初期接触が家族由来の人は，自己由来の
人より収入が高い．現代まで含めた巨匠好み
の人は，初期接触が曖昧な人や古典派・ロマ
ン派の巨匠好みより収入が高い． 
 
(4) コミュニティ活動への参加については，
クラシック音楽への初期接触が家族由来と
自己由来の両方の人は，初期接触が明確でな
い人や家族由来のみの人に比べてよく参加
する． 
 コミュニティへの評価については，初期接
触が家族由来と・自己由来の両方の人は，初
期接触の不明な人，家族由来のみの人，自己
由来のみの人に比べて評価が高い． 
 
(5) 中学生においては，音楽祭で聴くことに
なっていたオペラへの関心を規定するもの
はクラシック音楽への関心であり，クラシッ
ク音楽への関心は，家庭の文化的活動，クラ
シック音楽好きな友達がいることに規定さ
れる． 
 音楽祭での鑑賞はオペラへの関心は高め
るが，クラシック音楽全般への関心は高めな



い．鑑賞直後に高まったオペラへの関心は，
半年後には元に戻る．しかし，学校によって
は，半年後でもオペラへの関心が高く維持さ
れている学校もあった．音楽教諭へのインタ
ビューから，事前事後指導の実施法次第で生
徒の関心を維持することは可能であること
が示唆された． 
 
(6) 芸術至上主義的態度を持つ人は，クラシ
ック音楽への初期接触がテレビ・ラジオを通
してだった人，音楽祭に家族や友人に誘われ
て参加した人，職業では経営者や役員，クラ
シック音楽への関与の高い人である． 
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